
３．個別注記表

計 算 書 類

第３４期

自　２０２５年　４月　１日

至　２０２６年　３月３１日

１．貸借対照表

２．損益計算書



 (単位：千円)

金 額 金 額

24,838,878  流  動  負  債 17,509,152

691,969 376

713,387 2,151,607

4,806,278 14,835,806

14,234,103 154,674

987,177 145,155

202,298 66,577

64,732 4,030

207,766 5,309

4,076 145,563

20,315 51

2,902,226

3,249

1,298

929,808

446,758

411,566

2,749,159 40,279

  有 形 固 定 資 産 170,171 5,376

109,002 25,827

5,797

38,237 18,438,961

0

15,943  株  主  資  本 7,758,568

1,190 296,400

73,379

4,854 73,379

3,654 7,388,788

1,199 5,000

7,383,788

  投資その他の資産 2,574,133 100,000

2,503,567 7,283,788

70,565

1,390,508

1,390,508

9,149,076

27,588,038 27,588,038

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

その他有価証券評価差額金

純 資 産 合 計

資 産 合 計 負 債 ・ 純 資 産 合 計

そ の 他 利 益 剰 余 金

別 途 積 立 金

投 資 有 価 証 券 繰 越 利 益 剰 余 金

そ の 他

　評価・換算差額等

  無 形 固 定 資 産 資 本 準 備 金

ソ フ ト ウ エ ア    利 益 剰 余 金

電 話 加 入 権 利 益 準 備 金

車 両 運 搬 具 純 資 産 の 部

工 具 器 具 備 品

土 地    資    本    金

   資 本 剰 余 金

修 繕 引 当 金

建 物 長 期 預 り 金

構 築 物

機 械 装 置 負 債 合 計

そ の 他

 固  定  負  債

繰 延 税 金 負 債

退 職 給 付 引 当 金

 固  定  資  産 役 員 退 職 引 当 金

前 払 費 用 そ の 他

預 け 金

未 収 入 金

仕 掛 品 未 払 事 業 所 税

原 材 料 預 り 金

貯 蔵 品 賞 与 引 当 金

売 掛 金 未 払 金

商 品 未 払 法 人 税 等

未 成 工 事 支 出 金 未 払 消 費 税 等

 流  動  資  産

現 金 及 預 金 支 払 手 形

受 取 手 形 電 子 記 録 債 務

電 子 記 録 債 権 買 掛 金

貸    借    対    照    表
２０２６年　３月３１日現在

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 科 目
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  (単位：千円)

83,089,776

81,371,297

1,718,478

1,042,352

676,126

19,587

73,730

17,230 110,547

28,989

2,077 31,066

755,608

755,608

249,099

-9,532 239,567

516,040

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

受 取 配 当 金

雑 収 入

営 業 外 費 用

支 払 利 息

雑 損 失

経 常 利 益

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

受 取 利 息

損   益   計   算   書

自　２０２５年　４月　１日

至　２０２６年　３月３１日

科          目 金           額

売 上 高
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１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（1）有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

① 時価のあるもの

期末日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。）

② 時価のないもの

移動平均法による原価法

（2）たな卸資産の評価基準及び評価方法

① 商品

Ⅰ）構造用鋼 ・・・ 個別法による原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定しております。）

Ⅱ）その他の商品 ・・・ 移動平均法による原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定しております。）

② 未成工事支出金 ・・・ 個別法による原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定しております。）

③ 製品及び仕掛品 ・・・ 個別法による原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定しております。）

④ 原材料及び貯蔵品 ・・・ 移動平均法による原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定しております。）

（3）固定資産の減価償却の方法

（有形固定資産及び無形固定資産）

定額法

なお、耐用年数については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

（4）引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定の債権について個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を

計上しております。

② 賞与引当金

従業員に支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち当期に負担すべき額を計上しております。

③ 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、期末における要支給見込額を計上しております。

④ 役員退職引当金

役員の退職慰労金の支給に充てるため、内規に基づく要支給見込額を計上しております。

⑤ 修繕引当金

製造設備の定期修理費用の支出に充てるため、修理計画に基づき、当期に負担すべき額を計上しております。

（5）重要な収益及び費用の計上基準

受注設備製造及び請負工事の売上計上基準は、工事完成基準によっております。

（6）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

① リース取引の処理方法

リース物件の所有権が借主に移転するもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっています。

なお、未経過リース料総額は、3,450千円であります。

② 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

個 別 注 記 表
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２．貸借対照表に関する注記

有形固定資産の減価償却累計額　　

３．株主資本等変動計算書に関する注記

（1）当事業年度の末日における発行済株式の数　　 5,928株

（2）当事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項

3月31日 6月24日

2025年
株主総会 148,200,000円 25,000円

2025年 2025年

6月24日

335,405千円

決議年月日 決議機関 配当の総額
１株当たり

基準日 効力発生日
配当金
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